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１．研究計画の概要 

生物が時間を測る能力を持つことは、よく
知られている。しかし、どのような分子的な
機構によってそれが行われるかという点に
ついては、未だ研究が端緒に着いた段階であ
る。様々な測時機構の中心に概日振動がかか
わることが示唆されているが、光の入力から、
行動、発生などの出力にいたる詳細な研究は
未だ存在しない。我々は、光周性をにらみな
がら、個々のモデル昆虫を用いてこの問題に
アプローチする。 
 
２．研究の進捗状況 

概日振動を担うさまざまな遺伝子をクロ
ーニングし、その発現場所や変動の様子を明
らかにした。この過程でインドールアミン代
謝系が重要な働きをすることを示した。昨年
は、入力系の探索をし、インドールアミン代
謝の鍵になるＮアセチル転移酵素（ＮＡＴ）
活性を調節するアクション・スペクトルと鳥
それに対応する２つのオプシンのクローニ
ングと発現解析をおこなった。この結果、光
入力、概日時計によるＮＡＴ制御、メラトニ
ン変動、その受容体をへて、細胞内のリン酸
化、エキソサイトーシスによるペプチド放出、
休眠解除のルートがつながった。大雑把に言
うと、光の情報は 450 nm と 550nm にピー
クを持つアクションスペクトルで、時計に入
力する。時計の転写因子Cyc/Clk２量体はnat
遺伝子の上流プロモーター領域に結合し、転
写レベルで NAT の概日リズムを作る。これ
がメラトニンの概日リズムをつくり、PTTH
を生産する神経細胞のメラトニン受容体に
結合すると、何らかの形でカルシウムイオン
の動員がおこり、PKC を活性化し、Rab 蛋

白質をリン酸化し、その結果 PTTH の放出が
起こる。光周性の出力機構は多様であり、
個々の調節機構が存在すると考えられるが、
ひとつの代表的な例として、蛹休眠を制御す
る光周性について概日振動に基づいた説明
がひとつは提出されたということである。 
 
３．現在までの達成度； 

②おおむね順調に進展している。 
進捗に記したように、光周性に概日振動が

関与し、その中枢にインドールアミン代謝系
が重要な役割を果たすということについて
は、様々なデータがこれを指示している。大
筋で、当初考えたシナリオが確認された。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 メラトニン受容体を無脊椎動物で初めて
クローニングしたが、未だ機能解析をおこな
い切れていない。この点に焦点を集めて最終
年度にはすっきりした成果を示したい。 
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